


●まちづ＜り計画図（区域面積約8．2ha）  ●「まちづ＜り計画」の    ．一．凪よエ ー     ル－ルの方針   

商業・住居地区  住居地区  

・商業・業務系施設を中・駅前商業地区と住居地 ・みどり豊かなゆとりと潤  

心とした、駅周辺とし  区をつなぐ地区として、 いのある住宅地として、  

て快適な環境の形成を  沿道の商店街を活性化  良好な住環境の保全・形   

地区の目標像  図る。  させつつ、居住環境の 成を図る。  
調和を図る。 ・特に補助132号線（風致  

地区内）は、みどり豊か  
な沿道環境の形成を図る。   

補助132、232号線、  
住宅以外 住宅可 住宅のみ  

“1階の用途は、小売店、 【ただし、日用品販売店舗、  

童≡－＝▲棚蒜＝≡【甚・  

飲食店、事務所等” 飲食店等、第1種中高層   
住居地域で建てられる用   

途は出店可】  

等  

出店可 出店不可 出店不可  

【ただし、補助132、  

232号線、駅前通り、  
ンコ店など）の出店  公園通りに接する敷地  

は出店可】  

ル  

風適法※に定める性風  

俗特殊営業の出店  
出店不可 出店不可 出店不可  

80rポ 100rポ  

【ただし、風致地区内につ   

敷地分割のルール  いては、110rポとする。】   

（敷地面積の最低限度）  

（現状で上記の敷地面積に満たない敷地、または道路拡幅のために上記の敷地面積  
未満となった敷地は対象外とする。）  

・最高限度を35m以下 ・最高限度を25m以下 ・最高限度を20m以下  
（11階程度） （8階程度） （6階程度）  

建築物等の高さの   【ただし、駅前通り、公園【ただし、風致地区内に   

ルール  通り、補助132、232号 ついては、15m以下と   
線に接する敷地についてする。】   
は、35m以下とする。】   

・建築物の形態、意匠、色彩等については、周辺環境や都市景観に配慮したものと  

建築物の色彩や  
する。   

屋外広告物のルール  
・屋外広告物は 美観・風致を損なう恐れのないものとする   

告物は、自家用広告のみとする。  
＼ら張り出して設置する場合は、道路境界からはみ出さないものとする。  
告物は、屋上および屋根に設置してはならない。   

の周囲に垣または柵を設ける場合は、  

たはフェンスとする。ただし、高さ  

垣、柵のルール  以下の部分はこの限りではない。 

※「風俗営業等の規制及び業  

〔課  

※通庸は最低幅具が4m必要ですが、すでに幅員が4m以上ある地区内道路については、現状のままとします。   注）駅前商業地区で共同化等  

※“○”は今後、地権者の同意が得られた土地について緑地化を検討していくものです。  
継続して」「屋外で公衆に表示されるもので」「看板、は。紙．  

はり札、広告塔及び建物その他のものに表示・掲出されたもの等」である。（屋外広告物法）  
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